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富士宮市区長会の会長は各支部長の中から選任されて
いるが、自区の仕事も同時にこなさなくてはならず、か
なりの負担があると聞いているが、区長会長職を区長と
は独立した単独での設定はできないか伺う。

　自治協力委員の今後 特に世帯数が少ない区の運営を任せられている区長は、後任
人事に大変苦慮しているが、報酬について過去に私も含め多く
の議員が質問をするたびに現状で理解されている旨の答弁が
あったが、小規模区の区長はそのような返事はしていないとの
ことである。今後、報酬を含め、負担軽減の施策を検討できな
いか伺う。

大規模世帯区と小規模世帯区の報酬の格差をどのよう
に考えているのか伺う。

過去に区長の報酬を検討されたとのことだが、毎年検
討すべきと思うがいかがか。

自動運転技術の公共
交通への導入を考える

昨今、全国各地で自動運転の実験が行われ、県内でも自動運
転のバスなど実証実験が行われている。現在、我が富士宮市が
誇る宮バスや民間のバスが地域の交通を支えているが、運転手
不足などで運営は大変厳しいものとなっている。また、高齢者
が多くなっている現在、運転免許証返納促進のためにも公共交
通は必須と感じるが以下伺う。

現在、宮バスの運転手が不足気味になっているようだ
が、今後何年くらいは大丈夫なのか。

　将来的に自動運転技術の導入は考えているか伺う。

現在、各地で行われている無人バスの実証実験に、我
が富士宮市もメーカーの実験に参加することはできない
か伺う。

パニックを起こさないためにも、情報をオープンにす
ることはとても大切に感じるが、うわさレベルの情報を
阻止するための施策は考えられているのか伺う。

発 言 項 目 要　　　　旨

　感染症から身を守る 中国の武漢市で昨年１２月以降、新型コロナウイルスに関連
した肺炎の発生が報告されてから、世界各地で報告されてい
る。国内でも新型コロナウイルス感染症の患者が複数確認され
ている。しかし、どのような人が感染しているのか、どのよう
な人が重篤な症状になっているのか実態がわからないこともあ
り、うわさの域を出ないことが言われている。新型コロナウイ
ルスに限らず、新しい感染症が発見された場合、今後の対応を
含めパニックに陥らないためにも、今考えられる情報と対策を
しっかりと市民に伝えることが急務と考えられるが、以下伺
う。

新型の感染症が我が富士宮市で発見された場合、その
後の対応を含め、国、県の指示はどのようなタイミング
で通達されるのか。また、市が単独で対応しなければな
らない場合、どのようなことが考えられるか。

岳南地域と経済交流がある武漢市から、新型コロナウ
イルスに関する情報は伝えられているのか。また、国や
県からの情報はどの程度きているか伺う。

当市において、パンデミックに陥らないための対策は
どのようなことが考えられているか。

感染症のワクチンがまだない場合、重篤になってし
まった患者の手当てはどのようにされるのか伺う。
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